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概要：昨今様々な教育改革，学びのあり方が企図・議論される中，一方向的・受動的な学習にとど

まらず，自ら学び，仲間を集め互いに教え合う関係の醸成に注目が集まる．本セッションでは，山

口情報芸術センター，情報環世界研究会，東京大学制作展のそれぞれの取り組みを中心に，既存分

野の壁を越え，新しい考え方や知識，スキルの共有と発信，コミュニティの創出に挑む学際的アプ

ローチの実践事例紹介および議論を行う．	
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1. 本セッションについて 
本セッションは，VR 学会アート＆エンタテインメント

研究委員会の企画として行われる．昨今様々な教育改革

や学びのあり方が企図・議論される中，かつてイヴァン

・イリイチが提唱したように[1]，専門家から教えてもら
うのみの一方向的・受動的な学習にとどまらず，自ら学

び，仲間を集め互いに教え合う関係の醸成に注目が集ま

っている．本セッションでは，アート・デザイン領域を

中心に新しい学びのあり方や、研究コミュニティの創生

の可能性について考える．特に，2019 年 9 月に「SFPC（
School for Poetic Computation）Summer 2019 in Yamaguchi」 
を招致・企画した山口情報芸術センターの取り組み，

2017 年度より ICC にて展開された研究会「情報環世界研
究会」の取り組み，東京大学で工学系を専攻する学生を中

心に新たなメディア表現のあり方を毎年提示する「東京大

学制作展」の取り組みを例に取り，必ずしも既存の学校や

組織の枠にとらわれずに学際的に展開される活動につい

て，それぞれ企画・運営者や参加者の立場から動機やプロ

セス，成果例などを紹介し，議論を行う．実用と表現，

研究と社会などの壁を越え，考え方や知識，スキルの創

出・共有・発信に挑むこれらの取り組みから，今後のア

ート・デザイン領域での新しい価値創造や学びの機会を

拡げるアプローチのヒントを得たい． 
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